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く
一
人
っ
子
だ
っ
た
の
で
、
直
盛
の

叔
父
の
子
で
あ
る
直
親
を
養
子
と

し
、
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
が
、

直
親
が
今
川
氏
に
命
を
狙
わ
れ
破
談

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
直
虎
は
自

ら
出
家
し
て
次
郎
法
師
と
名
乗
り
、

生
涯
独
身
を
通
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
今
川
義
元
・
氏
真
に
当

主
や
重
臣
を
死
に
追
い
込
ま
れ
、
平

安
時
代
か
ら
五
百
年
続
い
た
井
伊
家

は
滅
亡
の
危
機
に
。
永
禄
八
年
（
一

　

刀
剣
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
二

十
九
回
「
大
刀
剣
市
」
が
十
一
月
十

八
～
二
十
日
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
七
十
を
超
え
る
全

国
の
刀
剣
店
か
ら
名
品
・
珍
品
・
掘

り
出
し
品
が
出
品
さ
れ
、
そ
れ
に
加

え
て
「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
」
や

「
現
代
刀
匠
に
よ
る
銘
切
り
の
実
演
」

も
あ
り
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ま
が
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
刀
剣
市
と
と
も
に
重
文

室
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
ち

な
み
「『
真
田
丸
』
と
『
お
ん
な
城

主 

直
虎
』
の
時
代
の
刀
」
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
『
真
田
丸
』
は
現
在
放
送
中
で
、

タ
イ
ト
ル
の
真
田
丸
が
大
坂
城
に
出

来
上
が
り
、
徳
川
軍
と
の
戦
い
に
な

る
と
い
う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
差
し

か
か
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、『
お
ん

な
城
主 

直
虎
』
は
来
年
の
大
河
ド

ラ
マ
で
す
が
、
話
は
い
さ
さ
か
難
し

い
の
で
す
。

　

井
伊
直
虎
は
、
戦
国
時
代
の
遠
江

国
の
領
主
・
井
伊
直
盛
の
娘
と
し
て

生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
時
代
に
は
珍
し

特
別
展「『
真
田
丸
』と『
お
ん
な
城
主 

直
虎
』の
時
代
の
刀
」に
寄
せ
て

井伊氏の歴代を祀る龍潭寺（提供／浜松市）

た
刀
が
あ
り
ま
す
。
佐
藤
寒
山
先
生

が
「
高
天
神
城
の
兼
明
の
作
で
あ
ろ

う
」
と
鞘
書
き
に
記
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
高
天
神
城
は
現
在
の
新
幹
線
掛

川
駅
の
南
側
に
位
置
し
、
戦
国
時

代
に
は
重
要
な
戦
略
拠
点
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
武
田
軍
の
陣
地
だ
っ
た
の

を
、
天
正
六
年
に
徳
川
家
が
奪
い
取

っ
た
の
で
す
が
、
長
篠
の
小
姓
を
除

け
ば
井
伊
直
虎
の
ま
さ
に
初
陣
、
こ

の
戦
の
軍
功
に
よ
り
一
気
に
二
万
石

の
大
名
に
出
世
す
る
の
で
す
。

　
「
高
天
神
」
の
刀
に
は
年
紀
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
井
伊
直
虎
が
彦
根
城
主
、

徳
川
四
天
王
へ
と
駆
け
上
る
原
点
と

も
言
え
る
地
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
今
年
の
大
刀
剣

市
も
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
催
し
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
ど
う
ぞ
い
ら
っ
し

ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。�

（
持
田
具
宏
）

五
六
五
）
次
郎
法
師
は
還
俗
し
て
直

虎
を
名
乗
り
、
直
親
の
遺
児
で
あ
る

虎
松
（
後
の
井
伊
直
政
）
の
養
母
・

後
見
人
と
し
て
城
主
と
な
り
、
天
正

三
年
（
一
五
七
五
）
二
月
、
直
政
を

徳
川
家
康
に
出
仕
さ
せ
ま
す
。
直
政

は
同
年
五
月
、
長
篠
の
合
戦
に
小
姓

と
し
て
従
軍
し
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
の
直
政
は
、
徳
川
四
天

王
と
呼
ば
れ
る
ま
で
、
ま
さ
に
出
世

街
道
一
直
線
で
す
。

　
「『
真
田
丸
』
と
『
お
ん
な
城
主 

直
虎
』
の
時
代
の
刀
」
展
で
は
、
そ

の
よ
う
な
時
代
に
製
作
さ
れ
た
刀
の

中
で
も
製
作
年
の
入
っ
た
も
の
を
中

心
に
、
豪
華
な
展
示
と
な
っ
て
い
ま

す
。
孫
右
衛
門
尉
清

光
、
五
郎
左
衛
門
尉
清

光
、
堀
川
国
広
、
出
羽

大
掾
国
路
、
平
安
城
弘

幸
、
初
代
康
継
な
ど
、

愛
刀
家
な
ら
ぜ
ひ
手
に

入
れ
た
い
名
品
が
並
び

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
に
「
高
天

神
」
と
三
字
銘
を
切
っ

「
大
刀
剣
市
」同
時
開
催
特
別
企
画
展
の
歩
み

1988年 ７振の名刀展
1990年 刀剣界戦後の歩みと21世紀への展望
1991年 人間国宝本阿彌日洲先生による特別鑑定講座
1992年 武将と名刀展
1993年 伝統を守る匠の技展
1994年 相撲にまつわる刀展
1995年 小品展
1996年 日本刀装具美術館蔵名刀展
1997年 毛利家ゆかりの刀剣と武具名品展
1998年 日本刀作家人間国宝展
1999年 元禄期の名刀展
2000年 徳川家ゆかりの名刀展
2001年 北条時宗時代の名刀展
2002年 加賀前田家の重宝と桃山期の名刀展
2003年 宮本武蔵ゆかりの名刀展
2004年 新撰組ゆかりの名刀展
2005年 源義経の時代の名刀展
2006年 戦国時代の名刀展
2007年 日本の甲冑展
2008年 新作刀とその技を支える匠展�
2009年 上杉家ゆかりの名刀展
2010年 坂本龍馬と幕末の名工達展
2011年 江とその時代を生きた名工達展
2012年 清盛と頼朝の時代の刀展
2013年 幕末を彩る刀工達展
2014年 黒田官兵衛とその時代の刀工達展
2015年 吉田松陰の時代の刀展

徳川家康が17年間を過ごした浜松城（提供／浜松市）

浜
松
み
を
つ
く
し
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に

「
大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
オ
ー
プ
ン
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「
大
刀
剣
市
」事
前
説
明
会
を
開
催

　

第
二
十
九
回
「
大
刀
剣
市
」
は
十
一

月
十
八
日
㈮
～
二
十
日
㈰
の
三
日
間
、

東
京
・
新
橋
の
東
京
美
術
倶
楽
部
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
十
月
二

十
三
日
、
組
合
交
換
会
終
了
後
、
大
刀

剣
市
の
事
前
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

松
本
理
事
が
司
会
を
務
め
、
冥
賀
副

理
事
長
が
開
会
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

出
欠
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
の
出
店
者
数
七
十
一
に
対
し
て
、
説

明
会
出
席
は
六
十
七
店
舗
で
し
た
。

　

続
い
て
深
海
理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
ま
ず
本
会
へ
の
出
席
の
礼
を
述

べ
、
説
明
会
の
意
義
と
必
要
性
を
説
か

れ
ま
し
た
。
図
録
に
掲
載
す
る
写
真
撮

影
の
変
更
に
も
触
れ
、
併
せ
て
組
合
活

動
へ
の
理
解
と
協
力
を
強
く
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」

の
検
定
事
業
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
事
前
説
明
会
へ
の
出
席
は

出
店
条
件
の
一
つ
で
あ
る
と
説
か
れ
、

皆
さ
ん
が
一
致
団
結
し
て
大
刀
剣
市
を

成
功
に
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
結
ば

れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
個
別
の
説
明
に
移
り
、
冥
賀

副
理
事
長
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
な
ど

の
詳
細
な
デ
ー
タ
を
示
し
、
出
店
料
の

値
上
げ
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

伊
波
常
務
理
事
か
ら
は
、
広
告
や
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

嶋
田
理
事

か
ら
は
会
場

設
営
、
搬
入

な
ど
に
関
し

て
、
細
部
に

わ
た
っ
て
説

明
と
要
請
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
我
が
家

の
お
宝
鑑

定
」
に
つ
い

て
は
、
赤
荻

か
ら
今
年
も

例
年
通
り
行

う
旨
申
し
上

げ
ま
し
た
。

　

生
野
理
事

は
図
録
作
成

の
プ
ロ
セ
ス

を
説
明
し
、

写
真
に
つ
い

て
の
技
術
や

問
題
点
を
解

説
さ
れ
ま
し

た
。

　

服
部
常
務

理
事
か
ら
は
分
割
払
い
、
カ
ー
ド
支
払

い
の
際
の
注
意
点
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
質
疑
応
答
に
移
り
、
複
数

の
方
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
防
犯
、
保
険

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
出
る
と
と
も

に
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
る
全
日
本
刀
匠
会
か
ら

は
お
礼
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ
た
テ
レ

ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
対
策
に
つ
い
て
も

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
や
り
と
り
を
踏
ま
え
、
わ
が

組
合
が
大
刀
剣
市
を
開
催
す
る
目
的
・

意
義
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て

お
き
ま
す
。

① 

組
合
員
の
経
済
活
動
を
促
進
し
、
組

合
員
お
よ
び
業
界
の
社
会
的
・
経
済

的
地
位
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

顧
客
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
。

② 
刀
剣
・
刀
装
具
お
よ
び
甲
冑
・
武
具

な
ど
に
対
す
る
一
般
の
関
心
を
高

め
、
美
術
品
と
し
て
の
保
存
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
ま
た
、
そ
れ
が
心
な
い

人
た
ち
に
決
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
啓
発
活
動
を
行
う
。

③ 

新
た
な
愛
好
者
を
獲
得
す
る
。

④ 

社
会
貢
献
を
す
る
。

　

最
後
に
、
猿
田
副
理
事
長
の
言
葉
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
の
会
合
で
し
た
が
、
大
刀

剣
市
の
成
果
や
課
題
を
再
確
認
す
る
上

で
大
変
有
意
義
で
し
た
。�

（
赤
荻
稔
）

事
例
❾

　

福
島
県
で
登
録
済
み
の
刀
剣
を
海
外

輸
出
の
た
め
に
輸
出
監
査
証
明
を
申
請

し
た
と
こ
ろ
、
登
録
証
記
載
の
目
釘
穴

の
数
が
現
物
と
違
う
た
め
、
輸
出
監
査

証
明
を
発
行
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

登
録
証
の
穴
の
記
載
は
二
個
、
実
際

は
三
個
で
、
穴
は
小
さ
く
中
心
尻
に
埃

に
埋
も
れ
て
い
て
、
う
っ
か
り
見
逃
し

て
い
ま
し
た
。
福
島
県
教
育
庁
文
化
財

課
に
登
録
証
の
照
合
を
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
や
は
り
登
録
台
帳
の
穴
は
二

個
で
、
実
際
は
三
個
で
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
お
尋
ね
し
た
と

こ
ろ
、
住
所
が
東
京
都
な
の
で
東
京
都

教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部
管
理
課
に
現

物
鑑
定
の
依
頼
を
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
同
じ
月
に
東
京
都
教
育
庁（
都
庁
）

の
現
物
鑑
定
の
日
程
が
決
ま
り
、
現
物

鑑
定
を
し
た
結
果
の
書
類
が
、
東
京
都

か
ら
福
島
県
に
戻
さ
れ
た
と
同
時
に
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
福
島
県
教
育
庁
文
化
財
課
の

係
員
の
記
載
間
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
て
も
ら
い
、
郵
送
料
な
ど
も
一
切

負
担
な
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
処
理
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
摯
の
対
応
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
福

島
県
教
育
庁
文
化
財
課
の
ご
担
当
に
感

謝
し
ま
す
。�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る
❺

文
京
区
立
新
江
戸
川
公
園
松
聲
閣
「
刀
剣
・
武
具
講
座
」

兼
定
展
に
合
わ
せ「
刀
剣･

武
具
講
座
」を
開
催

　

東
京
・
目
白
の
永
青
文
庫
で
先
ご
ろ

開
催
さ
れ
た
「
歌
仙
兼
定
登
場
」
は
、

そ
の
命
名
・
企
画
が
細
川
護
煕
元
首
相

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
人
気
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞-ONLINE-

」
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
話
題
と
な

っ
た
が
、
会
期
中
の
九
月
十
七
～
十
九

日
、
文
京
区
立
新
江
戸
川
公
園
松し

ょ
う
せ
い
か
く

聲
閣

で
は
同
公
園
主
催
の
「
刀
剣
・
武
具
講

座
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　

新
江
戸
川
公
園
は
元
は
肥
後
熊
本
藩

細
川
家
の
下
屋
敷
で
、
松
聲
閣
は
学
問

所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
新
江
戸

川
公
園
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
、
公
募

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
「
肥
後
細
川
庭
園
」

に
改
称
す
る
こ
と
も
決
定
し
て
い
る
。

　

本
講
座
の
企
画
・
運
営
に
は
公
益
財

団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
が
協
力

し
、
講
師
と
し
て
研
師
の
阿
部
一
紀
・

本
阿
彌
雅
夫
・
森
井
鐵
太
郎
・
阿
部
聡

一
郎
の
各
氏
が
指
導
に
当
た
っ
た
。

　
「
日
本
刀
鑑
賞
会
―
和
泉
守
兼
定
を

手
に
取
っ
て
感
じ
て
み
よ

う
」
は
、
之
定
を
は
じ
め
、

古
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
刀
の
魅
力
を
体
感
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　
「
日
本
刀
の
銘
や
刃
文
を

写
し
取
っ
て
自
分
だ
け
の
押

形
を
作
っ
て
み
よ
う
」
で

は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
な
じ

み
の
な
い
押
形
を
体
験
学
習

し
て
も
ら
う
試
み
。

　

さ
ら
に
「
一
流
研
師
に
よ

る
研
磨
工
程
の
解
説
と
実

演
」
は
、
日
本
刀
の
輝
き
が

い
か
に
し
て
発
揮
さ
れ
る

か
、
間
近
で
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
の
意
図
。

　

三
つ
の
講
座
と
も
定
員
を

設
け
、
若
干
の
参
加
費
を
頂

く
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
が
、
た

ち
ま
ち
定
員
に
達
し
、
掛
け

持
ち
で
受
講
す
る
方
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
受
講
生
は
圧

倒
的
に
若
い
女
性
が
多
く
、

し
か
も
熱
心
こ
の
上
な
い
方

ば
か
り
。
刀
の
世
界
が
確
実

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ

と
が
実
感
で
き
た
。

　

ほ
か
に
、江
戸
甲
冑
職
人・

加
藤
鞆
美
氏
の
御
守
り
作
り

や
、
白
銀
師
・
宮
島
進
二
郎

氏
の
作
品
展
示
が
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
好
評
だ
っ
た
。

指導を受けながら初めての押形に挑戦 刀を鑑賞する受講生

熱心に大刀剣市の説明に耳を傾ける出店者の皆さん

ア
オ
バ
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恒
例
の
新
橋
会
（
新
堀
孝
道
代
表
）

熱
海
大
会
が
九
月
十
五
日
、
あ
た
み
石

亭
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

は
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
大
会
と
し
て
は
最
大
の
動
員

数
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
で
、
全
国
各
地

か
ら
参
集
し
た
会
員
・
客
員
ら
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
会
主
が
横
浜
住
人
、
開
催

場
所
が
熱
海
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と

り
わ
け
神
奈
川
県
の
業
者
が
多
く
、
さ

な
が
ら
神
奈
川
県
人
会
の
様
相
を
呈
し

て
い
ま
し
た
。
会
主
の
温
厚
さ
と
買
い

っ
ぷ
り
、
子
息
三
兄
弟
の
お
笑
い
芸
人

顔
負
け
の
運
営
力
が
大
勢
の
参
加
者
を

集
め
て
い
た
よ
う
で
す

　

足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
の
品
物
、

入
札
品
も
多
く
、
終
了
予
定
時
刻
を
大

幅
に
ず
れ
こ
み
、
ホ
テ
ル
の
担
当
者
を

あ
わ
て
さ
せ
た
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

出
品
の
中
に
夏
雄
の
鐔
が
出
て
い
ま

し
た
の
に
は
、「
さ
す
が
大
会
だ
な
ぁ
」

と
う
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

毎
月
十
五
日
の
例
会
が
新
橋
プ
ラ
ザ

ビ
ル
で
開
催
さ
れ
て
い
る
の
が
、
会
の

名
前
の
由
来
で
す
。
新
橋
会
は
こ
の
名

称
に
な
っ
て
五
年
目
で
す
が
、
以
前
は

浅
草
で
開
催
し
て
い
た
の
に
な
ぜ
か
築

地
会
の
名
称
で
し
た
。
そ
れ
は
改
称
し

た
か
ら
で
す
。

　

起
源
は
飯
田
隆
久
氏
の
始
め
た
蒲
田

会
で
す
。
場
所
も
蒲
田
の
神
社
で
し
た

が
、
東
京
の
西
南
端
で
や
や
遠
い
の
で
、

程
な
く
築
地
に
会
場
を
移
し
、
し
ば
ら

く
し
て
築
地
会
と
改
称
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
西
浅
草

の
浜
清
と
い
う
料
亭
に
会
場
を
移
し
、

料
亭
の
閉
鎖
に
伴
っ
て
浅
草
の
割
烹
金

泉
へ
。
し
か
し
、
こ
こ
も
だ
ん
だ
ん
手

狭
に
な
り
、
現
在
の
新
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル

へ
と
落
ち
着
き
ま
し
た
。（
服
部
暁
治
）

新
橋
会
熱
海
大
会
開
く

古
銭·

切
手·

刀
剣
　売
買
　評
価
鑑
定
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其之二十一

　

本
紙
で
は
業
界
を
挙
げ
て
の
刀
剣
類

の
登
録
証
に
関
す
る
主
張
や
運
動
を
毎

号
掲
載
し
て
お
り
、
本
欄
で
も
主
に
所

有
者
変
更
届
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

第
三
十
号
に
て
触
れ
た
が
、
そ
の
後
同

様
な
事
例
が
続
出
し
て
い
る
。
六
十
五

年
間
に
わ
た
る
約
二
百
五
十
万
点
に
も

達
す
る
登
録
刀
剣
に
付
帯
す
る
登
録
証

の
不
備
は
、
も
は
や
個
々
の
発
生
事
例

を
列
挙
し
て
啓
蒙
・
広
報
活
動
を
何
年

間
か
け
て
展
開
し
よ
う
と
も
、
各
都
道

府
県
の
登
録
事
務
等
の
担
当
者
は
数
年

ご
と
に
入
れ
替
わ
り
、
刀
剣
に
関
す
る

専
門
家
が
不
在
で
あ
る
以
上
、
登
録
証

に
関
わ
る
問
題
は
解
決
の
糸
口
さ
え
見

出
し
得
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

ご
く
最
近
寄
せ
ら
れ
た
事
例
を
挙
げ

て
み
よ
う
。

　

大
分
県
教
育
庁
文
化
課
に
、
丹
波
守

吉
道
の
刀
の
登
録
証
記
載
内
容
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
で

読
み
上
げ
る
内
容
を
一
通
り
聞
い
た
上
、

「
何
カ
所
と
は
言
え
な
い
が
、
台
帳
と

異
な
る
部
分
が
あ
る
」
と
の
回
答
。
結

局
判
明
し
た
こ
と
は
、
発
行
日
の
七
日

と
五
日
の
相
違
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
登

録
証
発
行
日
当
時
の
記
入
者
の
ク
セ
字

で
「
七
」
が
「
五
」
と
読
め
る
と
い
う

単
純
な
も
の
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
で
も

変
更
手
続
き
を
す
る
側
に
と
っ
て
は
多

大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

福
島
県
教
育
庁
文
化
財
課
に
お
い
て

は
、
関
住
兼
友
の
「
友
」
の
字
が
、
登

録
証
に
は
「
支
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
刀
剣
を
入
手
し
所
有
者
変
更
手

続
き
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
側
に
は
、

明
ら
か
に
何
の
落
ち
度
も
な
い
は
ず
で

あ
る
の
に
、
台
帳
に
「
友
」
か
「
支
」

ど
ち
ら
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
は
「
教

え
ら
れ
な
い
。
偽
造
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
」と
の
返
答
で
あ
っ
た
。「
友
」

か
「
支
」
の
正
し
い
方
が
わ
か
っ
た
ら

偽
造
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
、
ま

た
そ
れ
に
よ
っ
て
登
録
証
そ
の
も
の
が

偽
造
し
得
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
に
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
、

草
書
銘
の
水
心
子
正
秀
の
登
録
証
記
載

内
容
を
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

台
帳
に
は
「
水
□
子
□
秀
」
と
な
っ
て

お
り
、「
水
心
子
正
秀
」
で
は
な
い
と

の
こ
と
。
現
品
に
は
水
心
子
正
秀
と
銘

が
切
ら
れ
て
い
る
の
に
、
台
帳
に
は
間

の
二
文
字
が
□
（
不
明
）
と
は
如
何
な

る
理
由
か
と
質
問
す
る
と
、「
そ
れ
に

は
答
え
ら
れ
な
い
。
登
録
証
を
改か

い
ざ
ん竄

し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

逆
に
詰
問
さ
れ
た
。
結
局
、
後
に
わ
か

っ
た
こ
と
は
、
登
録
当
時
の
登
録
審
査

員
は
正
確
に
読
み
取
り
、
原
簿
に
も
銘

文
通
り
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
後
年
こ

れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
の
た
め
入

力
す
る
際
に
、
入
力
担
当
者
が
草
書
体

で
書
か
れ
て
い
る
「
水
心
子
正
秀
」
の

銘
文
の
文
字
が
理
解
で
き
ず
、「
水
□

子
□
秀
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
刀
剣
の
取
引
は
破
談
と
な
り
、
返

品
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

東
京
都
教
育
庁
地
域
教
育
支
援
部
管

理
課
で
は
、
若
狭
守
氏
房
の
平
造
脇
差

「
１
尺
２
分
」
が
寸
法
の
測
り
間
違
い
で

「
種
別
…
短
刀　

長
さ
…
９
寸
２
分
」
と

な
っ
て
お
り
、
登
録
証
発
行
日
は
「
３

月
30
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
正
確

に
は
「
３
月
31
日
」
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
一
日
の
違
い
で
所
有
者
変
更
届
は

受
理
さ
れ
ず
、
寸
法
の
間
違
い
は
当
然

の
ご
と
く
登
録
審
査
日
に
現
物
を
持
参

し
て
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
審

査
会
場
で
現
物
と
台
帳
を
照
合
し
た
結

果
、
台
帳
は
「
３
月
30
日
」
で
合
っ
て

お
り
、
や
は
り
デ
ー
タ
の
入
力
ミ
ス
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

確
か
に
、
旧
字
体
の
「
廿
六
年
」
や

「
廿
参
日
」
な
ど
は
読
み
に
く
い
も
の

で
あ
る
。

　

以
上
の
例
を
見
る
と
、
各
都
道
府
県

の
担
当
者
が
保
管
す
る
登
録
台
帳
こ
そ

が
唯
一
、
絶
対
正
し
い
資
料
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
既
に
発
行
さ
れ
、
刀
剣
類
に
付

帯
さ
れ
て
い
る
登
録
証
は
、
自
由
に
流

通
し
て
お
り
、
何
時
、
誰
か
に
よ
っ
て

都
合
良
く
改
竄
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
際
何
ら

か
の
理
由
で
改
竄
さ
れ
た
例
も
少
な
く

は
な
い
。

　

こ
の
「
改
竄
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に

は
大
別
し
て
二
種
類
あ
り
、
他
の
刀
の

登
録
証
を
当
該
刀
剣
の
種
別
・
長
さ
・

銘
文
等
に
合
わ
せ
て
書
き
直
す
悪
意
の

改
竄
と
、
登
録
証
通
り
の
刀
剣
等
で
あ

る
の
に
、
寸
法
・
銘
文
等
に
測
り
間
違

い
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
、
現
物
と

一
致
し
て
い
な
い
の
で
所
持
者
が
勝
手

に
加
筆
し
て
し
ま
う
等
の
行
為
が
あ
る
。

　

後
者
の
場
合
に
お
い
て
も
、
教
育
委

員
会
の
担
当
課
で
は
、
所
有
者
の
指
摘

に
よ
っ
て
台
帳
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
建

前
上
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
台
帳
の
内

容
を
問
い
合
わ
せ
者
に
対
し
て
回
答
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
文
書
で
あ
る
登
録

証
を
現
物
通
り
に
勝
手
に
訂
正
さ
れ
て

は
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
登
録
事
務
に
関
し

て
は
、
現
品
と
登
録
証
の
内
容
に
相
違

が
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
生
じ
た
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
所
有
者

自
ら
が
そ
れ
を
是
正
す
る
義
務
が
あ
る

と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。

　

さ
ら
に
、
所
有
者
変
更
届
出
や
登
録

証
の
内
容
確
認
へ
の
対
応
は
、
教
育
委

員
会
の
日
常
業
務
に
追
加
さ
れ
る
余
分

な
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
態
度
に
も

見
受
け
ら
れ
る
が
、
地
域
教
育
、
生
涯

学
習
推
進
、
社
会
教
育
、
文
化
財
保
護
、

文
化
遺
産
、
博
物
館
等
々
を
担
当
し
て

い
る
職
員
に
と
っ
て
は
、
刀
剣
類
の
問

題
は
専
門
外
で
あ
り
、
本
来
な
ら
都
道

府
県
の
公
安
委
員
会
が
な
す
べ
き
、
誠

に
面
倒
な
仕
事
で
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
昭
和
二
十
六
年
か
ら
昭
和
三

十
年
、
四
十
年
代
の
登
録
証
の
記
載
内

容
の
多
く
に
は
何
ら
か
の
相
違
が
あ
り
、

昭
和
五
十
年
以
降
に
も
多
く
の
間
違
い

　

既
報
の
古
河
歴
史
博
物
館
の
「
赤
羽

刀
と
日
本
刀
名
品
展
」
は
十
月
二
十
二

日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
日
よ
り
盛
況
で
、
老
若
男
女
幅
広

い
観
客
で
賑
わ
い
、
刀
剣
女
子
の
ブ
ー

ム
も
い
ま
だ
衰
え
ず
の
感
を
強
く
持
ち

ま
し
た
。
翌
二
十
三
日
は
新
撰
組
刀
剣

研
究
家
・
権ご

ん

東と
う

品し
な

氏
に
よ
る
記
念
講
演

「
新
撰
組
近
藤
勇
と
土
方
歳
三
の
愛
刀
」

が
あ
り
、
満
席
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
企
画
は
、
刀
剣
に
対

す
る
一
般
の
理
解
を
深
め
る
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
後
、
再
び
展
示
室
に
戻
り
、
あ

ら
た
め
て
じ
っ
く
り
と
見
直
し
て
い
る

方
た
ち
も
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
し
た
。

が
あ
る
。
そ
れ
が
登
録
証
そ
の
も
の
の

改
竄
等
の
不
正
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
所
有
者
自
ら

が
旧
所
有
者
に
返
却
す
る
な
り
、
当
局

の
指
導
の
よ
う
に
警
察
に
届
け
出
る
な

り
の
責
務
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
る
が
、

刀
剣
類
に
も
登
録
証
に
も
一
点
の
不
正

が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
事

務
に
関
わ
る
誤
字
・
脱
字
、
種
別
分
類

や
寸
法
、
発
行
年
月
の
錯
誤
な
ど
に
よ

る
所
有
者
変
更
届
出
に
対
す
る
不
受
理

や
不
合
理
な
対
応
は
、
何
と
か
改
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
所
有
者
の

願
望
で
あ
ろ
う
。

　

最
近
で
は
善
意
の
届
出
に
対
し
て
は

理
解
を
示
す
窓
口
も
増
え
て
き
た
が
、

元
来
、
刀
剣
類
等
は
す
べ
て
警
察
の
所

管
で
あ
っ
た
も
の
を
、
警
察
制
度
の
改

正
に
伴
い
昭
和
二
十
三
年
三
月
七
日
よ

り
事
務
部
門
に
限
り
都
道
府
県
教
育
委

員
会
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、

刀
剣
そ
の
も
の
の
扱
い
に
つ
い
て
は
部

門
外
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
現

物
と
登
録
証
の
記
載
内
容
の
一
致
に
努

め
、
現
在
の
所
有
者
を
明
確
に
し
た
上

で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
通
知
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
届
出

や
電
話
で
の
内
容
確
認
を
し
て
く
る
所

有
者
に
対
し
て
は
合
理
的
な
回
答
は
期

待
で
き
な
く
て
当
然
で
あ
る
。

　

刀
剣
に
対
す
る
警
察
当
局
の
考
え
方

は
、「
登
録
」
と
は
そ
の
刀
が
美
術
品

と
し
て
価
値
が
あ
る
こ
と
を
公
の
権
威

を
も
っ
て
確
定
す
る
「
確
認
」
行
為
で

あ
り
、
登
録
自
体
に
よ
っ
て
所
持
が
合

法
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
所
持
が

適
法
と
さ
れ
る
の
は
、
銃
刀
法
の
規
定

の
特
別
の
法
的
効
果
に
よ
る
も
の
で
、

所
持
や
所
有
者
の
実
態
は
あ
く
ま
で
も

公
安
当
局
が
把
握
す
る
も
の
で
あ
り
、

登
録
に
関
す
る
事
務
の
み
を
教
育
委
員

会
に
行
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
①
刀
剣
等
の
発
見
届

出
を
受
け
付
け
る
の
は
警
察
署
の
窓
口

で
、
②
登
録
審
査
は
文
化
庁
の
所
掌
で

あ
り
、
③
登
録
事
務
は
教
育
委
員
会
が

担
当
し
、
④
そ
の
資
料
は
公
安
委
員
会

に
報
告
さ
れ
る
、
と
い
う
経
緯
を
た
ど

特
に
、
池
田
屋
事
件
で
活
躍
し
た
褒
美

と
し
て
松
平
容か

た
も
り保

公
か
ら
近
藤
が
拝
領

し
た
陸
奥
大
掾
三
善
長
道
に
は
興
味
津

々
、感
嘆
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
品
に
は
国
広
・
虎
徹
・
宗
次
・

村
正
・
来
国
行
・
水
心
子
正
秀
・
国

俊
・
康
継
・
長
守
・
長
義
・
烈
公
・
来

国
光
・
環
（
源
清
麿
）
な
ど
見
応
え
の

あ
る
名
刀
が
並
び
、
圧
巻
で
す
。
十
一

月
二
十
七
日
㈰
ま
で
の
開
催
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

（
瀬
下�

明
）

■
古
河
歴
史
博
物
館
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０
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０
０
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茨
城
県
古
河
市
中
央
町
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〇-
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☎
〇
二
八
〇-

二
二-

五
二
一
一

http://w
w

w
.city.ibaraki-koga.

lg.jp/0000005515.htm
l

る
関
係
上
、
所
有
者
変
更
届
出
事
務
が

円
滑
に
進
行
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

担
当
課
の
窓
口
に
の
み
改
善
を
訴
え
て

も
容
易
に
は
か
な
わ
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
望
ま
れ
る
の
は
、
国
に
よ
る

登
録
刀
剣
の
一
元
管
理
で
あ
る
。
昭
和

の
時
代
で
は
な
く
、
住
民
台
帳
や
課
税

面
で
も
デ
ー
タ
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
管
理
さ
れ
て
い
る
平
成
の
今
日
で
は
、

各
都
道
府
県
で
登
録
事
務
を
行
っ
た
刀

剣
類
の
基
礎
資
料
を
、
専
門
家
を
配
置

し
一
括
管
理
す
る
こ
と
は
多
大
な
困
難

を
要
す
る
こ
と
と
は
思
え
な
い
。
国
で

刀
剣
の
専
門
家
を
養
成
す
る
な
り
、
委

嘱
す
る
す
る
な
り
し
て
管
理
に
当
た
れ

ば
、
行
政
当
局
の
所
期
の
目
的
は
達
成

さ
れ
、
所
有
者
変
更
手
続
き
は
申
請
す

る
側
も
受
理
・
対
応
す
る
側
も
迅
速
か

つ
正
確
な
法
運
用
の
実
現
が
図
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
局
が
実
態
の

解
明
に
手
を
拱
い
て
い
る
の
も
、
登
録

証
実
務
が
円
滑
に
運
ば
れ
な
い
の
も
、

ひ
と
え
に
刀
剣
等
の
専
門
家
が
担
当
窓

口
に
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

二
百
五
十
万
本
以
上
あ
る
登
録
刀
剣

の
数
は
、
今
後
減
少
す
る
こ
と
な
く
、

毎
月
の
よ
う
に
全
国
で
増
え
続
け
て
い

る
。
関
係
省
庁
で
調
整
の
上
、
国
と
し

て
の
対
応
を
図
る
こ
と
が
、
銃
刀
法
上

の
精
神
に
最
も
則
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
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古
河
歴
史
博
物
館
「
赤
羽
刀
と
日
本
刀
名
品
展
」

容
保
公
か
ら
拝
領
し
た「
会
津
虎
徹
」に
興
味
津
々

■
訃
報

小
野
博
柳
（
お
の
・
は
く
り
ゅ
う
）
氏

　

東
京
都
教
育
委
員
会
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
・
東
京
国
立
博
物
館
客
員
研
究
員
・
公
益

財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
常
務
理
事
で
当
組
合
賛
助
会
員
の
小
野
博
柳
氏
（
本
名
博
）

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
七
十
二
歳
。
小
野
氏
は
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
で

あ
っ
た
父
光
敬
師
に
師
事
し
、
師
と
と
も
に
正
倉
院
宝
物
刀
剣
類
す
べ
て
の
研
磨
・
修
理
に
従

事
し
た
ほ
か
、
四
十
八
年
間
に
わ
た
り
東
京
国
立
博
物
館
館
蔵
刀
剣
類
の
保
存
・
修
理
、
国

宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
多
数
の
名
刀
の
研
磨
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

寺
島
慶
一
（
て
ら
し
ま
・
け
い
い
ち
）
氏

　

千
葉
工
業
大
学
工
学
部
元
教
授
、
一
般
社
団
法
人
日
本
鉄
鋼
協
会
「
鉄
の
技
術
と
歴
史
」
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
元
座
長
、
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
評
議
員
・
主
任
研
究
員
の
寺

島
慶
一
氏
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
七
十
二
歳
。
専
門
の
研
究
の
か
た
わ
ら
日
本
刀
の
支
援
に

も
取
り
組
ま
れ
、「
鉄
の
技
術
と
歴
史
」
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
長
と
し
て
二
度
に
わ
た
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
刀
の
神
秘
と
科
学
を
探
る
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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神
奈
川
県
山
北
町
編

　

さ
て
問
題
。「
名
古
木
」
こ
う
書
い

て
何
と
読
む
？　

正
解
は
「
な
が
ぬ

き
」。
古
く
は
大
山
街
道
、
御
殿
場
往

還
の
要
所
だ
っ
た
場
所
。
今
、
神
奈
川

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
は
模
擬
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
の
メ
ッ
カ
、
ヤ
ビ
ツ
峠
の
入
り
口
な

の
で
皆
知
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　

今
日
の
俺
の
行
き
先
は
、
そ
こ
か
ら

十
キ
ロ
ほ
ど
の
秦
野
市
渋
沢
駅
近
く
の

森
光
廣
刀
匠
の
住
ま
い
だ
。
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
三
十
キ
ロ
ほ
ど
を
森
氏
の
車
に

乗
せ
て
も
ら
い
、
丹
沢
奥
の
鍛
錬
所
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
。

　

実
は
す
べ
て
を
単
独
で
走
破
す
る
と

百
九
十
キ
ロ
。
翌
日
職
場
で
生
け
る
屍

に
な
っ
ち
ま
う
。
こ
の
案
で
よ
か
っ
た
。

　

神
奈
川
県
の
最
も
奥
の
山

北
町
世よ

附づ
く

。
聞
こ
え
る
も
の

は
野
鳥
の
さ
え
ず
り
と
世
附

川
の
せ
せ
ら
ぎ
だ
け
。
こ
こ

な
ら
ど
ん
な
に
鎚
を
振
る
っ

て
も
、
ほ
か
に
人
家
が
な
い

の
で
苦
情
を
も
ら
う
こ
と
は

な
い
。
こ
ん
な
に
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
刀
匠
を
現
時
点

で
俺
は
知
ら
な
い
。

　

こ
の
風
景
を
見
て
の
晩
酌

は
格
別
で
あ
ろ
う
と
尋
ね
る

と
、
こ
こ
で
飲
ん
だ
こ
と
は

な
い
と
い
う
。
そ
り
ゃ
そ
う

だ
。
自
動
車
以
外
の
交
通
手

段
は
な
い
も
の
な
！

　

聞
け
ば
、
現
在
五
十
二
歳
の
森
氏
。

こ
の
道
に
入
っ
た
の
は
全
日
本
刀
匠
会

の
他
の
メ
ン
バ
ー
に
比
べ
、
遅
い
。
勤

め
人
経
験
も
長
く
、
大
学
の
生
物
科
学

科
で
修
め
た
動
物
研
究
学
歴
を
生
か
し

Ｔ
Ｖ
番
組
制
作
会
社
に
勤
務
し
、
動
物

番
組
に
も
携
わ
っ
た
と
い
う
。
熊
以
外

の
想
像
し
得
る
す
べ
て
の
動
物
と
鍛
錬

所
で
会
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
で
こ
の

地
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
？

　

火
床
の
周
り
で
は
、
構
想
に
入
っ
た

来
春
応
募
の
刀
文
協
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

視
野
に
入
れ
た
寸
延
び
短
刀
が
ま
だ
下

鍛
え
の
段
階
。
そ
し
て
完
成
に
近
づ
い

て
い
る
刀
に
樋
を
彫
っ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
る
。
樋
は
師
で
あ
る
山
村
綱

廣
親
方
で
な
く
、
刀
文
協
の
坂
城
で
の

刀
職
者
実
技
研
修
会
で
自
分
よ
り
年
下

の
川
崎
晶
平
刀
匠
に
教
わ
っ
た
と
い
う
。

　
「
大
刀
剣
市
」
の
現
代
刀
コ
ー
ナ
ー

で
は
年
下
の
「
先
輩
」
た
ち
を
立
て
る

実
直
な
森
氏
を
来
場
者
や
、
俺
を
含
む

組
合
員
は
目
に
し
て
き
た
。
氏
と
厚
木

で
別
れ
た
後
、
俺
の
脚
を
助
け
た
の
は

氏
の
軽
自
動
車
で
な
く
そ
の
思
い
や
り

あ
ふ
れ
る
人
柄
に
他
な
ら
な
い
。
折
り

目
正
し
く
初
心
を
忘
れ
な
い
こ
の
刀
鍛

冶
は
、
他
人
を
も
若
き
日
々
へ
と
導
く
。

　

西
日
の
中
で
俺
は
思
い
出
し
て
い
た
。

九
八
年
の
ツ
ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス
で
連

覇
が
か
か
る
テ
レ
コ
ム
チ
ー
ム
の
エ
ー

ス
は
ヤ
ン
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
選
手
（
独
）。

そ
れ
を
ア
シ
ス
ト
す
る
一
人
は
エ
ー
ス

の
十
歳
以
上
年
上
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
エ

ッ
リ
選
手
（
伊
）。
献
身
的
に
エ
ー
ス

を
支
え
た
姿
勢
、
人
柄
を
買
わ
れ
現
在

は
日
本
の
プ
ロ
チ
ー
ムnippo

の
監
督

を
務
め
る
。
そ
の
彼
も
し
烈
な
レ
ー
ス

の
陰
で
虎
視
眈
々
と
表
彰
台
を
狙
っ
た
。

　

あ
の
大
自
然
の
中
で
静
か
に
闘
志
を

燃
や
す
森
刀
匠
は
、
こ
の
五
十
歳
代
で

大
き
な
収
穫
を
得
る
と
俺
は
確
信
し
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
の
趣

味
を
家
庭
に
認
め
て
も
ら
う
コ
ツ
は
、

家
族
の
前
で
「
疲
れ
た
」「
痛
い
」
を

言
わ
な
い
こ
と
。
こ
れ
が
俺
の
持
論
。

し
か
し
往
復
百
二
十
キ
ロ
と
も
な
る
と
、

取
材
を
兼
ね
て
い
る
今
回
は
嫁
さ
ん
に

言
え
な
い
分
、
俺
は
言
い
た
い
。
理
事

長
、
編
集
長
、
筋
肉
痛
だ
よ
ー
。
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日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
岡
山
県
支

部
（
小
池
哲
支
部
長
）
が
三
月
か
ら
進

め
て
き
た
、
神
社
仏
閣
に
奉
納
さ
れ
た

日
本
刀
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
高

岡
神
社
（
真
庭
市
上
中
津
井
）
所
蔵
の

市
重
文
の
大
太
刀
な
ど
の
研
磨
が
終
わ

り
、
当
初
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
。

　

再
生
し
た
の
は
、
同
神
社
近
く
で
活

躍
し
た
刀
工
が
江
戸
時
代
に
奉
納
し
た

三
振
。
水
田
国
重
一
門
の
頭
領
で
、
江

戸
初
期
に
活
躍
し
た
初
代
八
良
左
衛
門

尉
国
重
銘
の
大
太
刀
と
、
江
戸
後
期
の

長
船
の
横
山
加
賀
介
祐
永
に
学
ん
だ
大

月
世
龍
子
源
祐
国
作
の
太
刀
と
脇
指

で
、
い
ず
れ
も
錆
や
刃
こ
ぼ
れ
が
目
立

っ
て
い
た
。

　

当
初
は
大
太
刀
の
み
が
対
象
だ
っ
た

が
、
三
～
六
月
に
募
金
と
並
行
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
寄
付
を
集
め
る
ク
ラ

ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
目
標
の
五
十
万
円
を
大
き
く

上
回
る
約
三
百
万
円
が
全
国
の
刀
剣
フ

ァ
ン
ら
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
急
き
ょ
二
振

を
加
え
た
。

　

小
池
支
部
長
は
「
大
太
刀
を
作
っ
た

国
重
の
系
譜
が
追
え
る
な
ど
、
奉
納
刀

を
再
生
す
る
意
義
は
大
き
か
っ
た
。
今

後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
た
い
」

と
話
す
。

　

集
ま
っ
た
資
金
は
数
十
万
円
残
っ
て

お
り
、来
春
に
も
吉
備
津
彦
神
社（
岡
山

市
北
区
一
宮
）
の
所
有
す
る
上
野
大
掾

祐
定
作
の
大
太
刀
を
研
磨
す
る

予
定
。
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第

二
弾
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

　

三
振
の
お
披
露
目
と
鑑
賞
会

は
、
十
月
十
六
日
に
県
下
の
多

く
の
愛
刀
家
ら
を
集
め
、
同
神

社
拝
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
刃
文
の
特
徴
な
ど
か
ら
わ

か
っ
た
刀
工
集
団
の
系
譜
な
ど

に
つ
い
て
小
池
支
部
長
か
ら
解

説
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
は
十
一
月
十
日
か
ら

来
年
一
月
二
十
二
日
ま
で
、
備

前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
公
開
さ

れ
る
。
そ
の
後
は
、
岡
山
県
立

博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
予
定
。

奉
納
刀
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
披
露
さ
れ
る

高岡神社で開かれたお披露目と鑑賞会

　

光
長
は
松
平
大
和
守
家
の
武
士
で
あ
っ
た
斎
藤
喜
三
郎
の
子
と
し

て
、
幕
末
の
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
江
戸
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
十
二
歳
の
と
き
に
父
子
と
も
ど
も
職
禄

を
辞
し
、
彫
金
を
業
と
す
る
こ
と
を
志
し
ま
す
。
そ
の
後
、
十
六
歳

で
初
代
豊
川
光
長
の
門
人
と
な
り
、
一
心
に
柳
川
派
の
工
法
を
学
び

ま
し
た
。
十
九
歳
の
と
き
、
見
込
ま
れ
て
師
の
娘
ハ
ル
と
縁
組
み
を

し
、
二
代
目
光
長
と
な
り
ま
す
。

　

彼
は
人
格
・
識
見
に
併
せ
て
彫
金
の
技
量
に
も
優
れ
、
晩
年
ま
で

に
多
く
の
門
弟
を
育
て
ま
し
た
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
、
七
十
四
歳
の
と
き
で
し

た
が
、
関
東
大
震
災
に
遭
い
、
墨
田
区
本
所
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

文
京
区
本
駒
込
の
養
昌
寺
に
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
は
左
右
合
わ
せ
て
「
光
・
長
」
と
刻
銘
す
る
と
こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
「
光
長
」
銘
を
刻
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
廃
刀
令
以
降
に
製

作
さ
れ
た
も
の
で
、
既
に
目
貫
と
し
て
の
需
要
は
な
く
な
っ
て
い
た

た
め
、
莨た

ば
こ

入
れ
の
前
金
具
に
も
使
え
る
よ
う
に
と
の
配
慮
が
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

色
上
げ
も
今
と
な
っ
て
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
非
常
に
高
い
技
術

を
示
し
て
お
り
、
鮎
が
生
き
生
き
し
て
今
に
も
泳
ぎ
出
す
か
の
よ
う

で
す
。

　

こ
の
鮎
目
貫
は
当
時
製
作
さ
れ
た
桐
箱
に
収
ま
っ
て
お
り
、
箱
書

き
も
本
人
の
筆
で
す
。
光
長
の
号
銘
で
あ
る
白
山
子
に
落
款
が
押
さ

れ
て
い
て
、
脇
に
七
十
三
歳
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
関
東
大
震
災
で
逝
く
一
年
前
の
作
品
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鮎
目
貫
　
銘
光
長
作

私が出会った珍品･逸品 生野　正

刀
祖「
元
重
」の
作
か
!?
関
市
が
購
入
へ

関
鍛
冶
の
研
究
資
料
と
し
て
重
要
だ
」

と
話
し
て
い
る
。

　

こ
の
太
刀
は
長
さ
六
八
セ
ン
チ
で
、

「
元
重
作
」
と
三
字
銘
が
あ
る
。
井
戸

会
長
に
よ
る
と
、
去
る
六
月
に
岐
阜

市
で
開
か
れ
た
「
美
濃
刀
愛
好

会
」
の
集
会
で
、
静
岡
県
の
男

性
が
こ
の
太
刀
を
持
参
し
て
参

加
。
井
戸
会
長
に
「
元
重
の
刀

は
関
に
あ
っ
た
方
が
い
い
」
と

申
し
出
た
と
い
う
。
井
戸
会
長

が
押
形
と
太
刀
の
特
徴
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
一
致
し
た

た
め
、
同
保
存
会
が
関
市
に
購

入
を
働
き
か
け
た
。

　

市
は
購
入
費
用
三
百
万
円
を

盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案
を
市

議
会
九
月
定
例
会
で
可
決
し
、

公
開
の
運
び
と
な
っ
た
。
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岐
阜
県
関
市
で
は
、
関
鍛
冶
ゆ
か
り

の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
「
元
重
」
在
銘

の
太
刀
を
こ
の
ほ
ど
購
入
し
、
関
鍛
冶

伝
承
館
で
公
開
し
て
い
る
。

　

元
重
は
鎌
倉
時
代
末
ご
ろ
、
九
州
か

ら
美
濃
国
に
移
住
し
、
鍛
冶
技
術
を

も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
伝
説
の
刀
工
。

「
美
濃
国
鍛
冶
系
図
」
で
筆
頭
に
元
重

の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
鍛
冶
の
祖

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
元
重
に
は
押
形

が
一
点
あ
る
の
み
で
、
架
空
の
刀
工
と

み
る
向
き
も
あ
る
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
）
は
室
町
時
代

初
期
の
作
と
鑑
定
し
て
い
る
。
関
伝
日

本
刀
鍛
錬
技
術
保
存
会
の
井
戸
誠
嗣
会

長
は
「
元
重
と
い
う
名
の
刀
工
が
数
代

続
い
た
と
い
う
可
能
性
も
出
て
き
た
。

刀
祖
元
重
と
は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

関市の千手院境内にある刀祖元重の碑

（拡大）
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犬
伏
の
別
れ｣

は
わ
が
少
年
期
の

思
い
出
の
地

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
十
五

日
、
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
合
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の
五
十
一
日
前

の
七
月
二
十
一
日
に
、
私
の
生
ま
れ
故

郷
の
佐
野
市
犬い

ぬ

伏ぶ
し

の
地
に
て
真
田
家
の

運
命
を
か
け
た
親
子
三
人
に
よ
る
密
談

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
場
所
は
、
私
の
実
家
か
ら
八
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
に
あ
る
薬
師
堂
で

あ
る
。
佐
野
市
の
東
側
、
小
高
い
米よ

ね

山や
ま

の
麓
に
建
つ
。
小
さ
い
こ
ろ
、
そ
こ
は

「
別
れ
橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
な

思
い
出
が
あ
る
。

　

真
田
家
が
徳
川
家
康
の
命
で
上
杉
討

伐
の
た
め
、
宇
都
宮
に
向
か
う
途
中
の

出
来
事
で
あ
る
。
宇
都
宮
ま
で
は
わ
ず

か
一
日
の
距
離
。
大
坂
か
ら
の
密
使
が

一
日
遅
れ
て
い
た
ら
、
真
田
家
の
運
命

は
ど
う
変
わ
っ
て
い
た
か
。
九
月
四
日

に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
真
田
丸
」
の
「
犬
伏
」
を
ご
覧
に
な

っ
た
方
は
、
ご
記
憶
で
あ
ろ
う
。
話
は

次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

犬
伏
の
宿
に
陣
を
張
っ
て
い
た
真
田

軍
の
元
に
、
石
田
三
成
・
大
谷
吉
継
連

名
に
よ
る
密
書
が
届
い
た
。
書
状
に
は
、

家
康
討
伐
の
た
め
に
決
起
し
た
こ
と
、

そ
し
て
「
貴
殿
の
智
勇
こ
そ
欲
し
い
。

勝
利
の
暁
に
は
秀
頼
様
か
ら
甲
州
・
信

州
二
カ
国
を
宛
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、

神
明
に
誓
っ
て
偽
り
は
な
い
」
と
書
か

れ
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
親
子
三
人
で
話

し
合
い
、
両
軍
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
真

田
家
が
生
き
残
れ
る
策
が
採
ら
れ
た
。

　

長
男
信
幸
は
、
妻
女
が
家
康
の
重
臣

本
多
平
八
郎
忠
勝
の
娘
稲
（
小
松
姫
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
東
軍
の
家
康
側
に
、

昌
幸
と
次
男
の
信
繁
（
幸
村
）
は
、
や

は
り
信
繁
の
妻
女
が
大
谷
吉
継
の
娘
春

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
西
軍
の
秀
頼

に
、
つ
ま
り
三
成
側
に
付
く
こ
と
と
し

た
。
翌
日
、
薬
師
堂
の
前
を
流
れ
る
小

川
に
架
か
っ
た
橋
を
境
に
、
親
子
兄
弟

お
の
お
の
袂
を
分
か
っ
た
。
信
幸
は
家

康
軍
に
加
わ
る
た
め
に
宇
都
宮
に
向
か

い
、
昌
幸
と
信
繁
は
家
康
軍
を
迎
え
撃

つ
た
め
上
田
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

　

薬
師
堂
は
今
も
あ
る
が
、
小
川
も
橋

も
残
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
古
地
図
に
は
記
さ
れ

て
い
る
。

　

関
ヶ
原
の
戦
の
後
、
信

幸
は
上
田
城
主
と
な
り
十

五
万
石
を
領
し
、
真
田
家

は
幕
末
ま
で
続
い
た
が
、

一
方
の
昌
幸
と
信
繁
は
高

野
山
の
麓
、
九
度
山
に
蟄

居
さ
せ
ら
れ
た
。
十
四
年

後
の
慶
長
十
九
年
、
大
坂

冬
の
陣
の
折
、
信
繁
は
大

坂
城
外
に
真
田
丸
を
築

き
、
家
康
軍
を
さ
ん
ざ
ん

苦
し
め
、
元
和
元
年
（
一

六
一
五
）
の
夏
の
陣
で
は

家
康
を
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
ま
で
追
い
詰
め
な
が
ら

も
、
自
害
し
て
果
て
た
。

　

し
か
し
、
日
本
人
の
多
く
は
、
最
も

好
き
な
武
将
や
侍
と
し
て
源
義
経
や
坂

本
龍
馬
、
土
方
歳
三
ら
と
と
も
に
真
田

幸
村
を
挙
げ
、
尊
敬
し
続
け
て
い
る
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
犬
伏
に
は
別
の
歴

史
秘
話
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
紹

介
し
た
い
。

　

真
田
親
子
が
袂
を
分
か
っ
て
間
も
な

い
八
月
二
十
五
日
ご
ろ
、
薬
師
堂
か
ら

三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
庵
寺
に
徳
川

秀
忠
の
軍
が
陣
を
張
り
、
宿
泊
し
て
い

る
。
大
庵
寺
は
、
私
が
通
学
し
た
犬
伏

小
学
校
の
前
に
あ
る
立
派
な
お
寺
で
あ

る
。
宇
都
宮
を
出
発
し
た
秀
忠
を
総
大

将
と
す
る
三
万
八
千
の
徳
川
主
力
軍

は
、
佐
野
・
足
利
・
高
崎
を
経
て
碓
氷

峠
を
越
え
、
中
山
道
を
下
っ
て
関
ヶ
原

に
向
か
っ
た
。
宇
都
宮
を
発
っ
て
最
初

に
陣
を
張
っ
た
の
が
、
犬
伏
の
宿
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
際
、
大
庵
寺
の
住
職
覚
翁
が
軍

の
先
頭
に
立
ち
、
碓
氷
峠
ま
で
道
案
内

を
し
た
こ
と
が
寺
の
記
録
に
残
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
褒
美
と
し
て
秀
忠
か
ら
賜

っ
た
兼
常
（
後
の
政
常
）
の
槍
が
今
も

大
切
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
将

軍
家
光
か
ら
薙
刀
親
国
貞
と
五
十
石
の

知
行
を
与
え
る
と
い
う
朱
印
状
も
現
存

し
て
い
る
。

　

大
庵
寺
は
生
家
か
ら
も
近
く
、
子
供

の
こ
ろ
、
缶
蹴
り
や
か
く
れ
ん
ぼ
を
し

て
境
内
で
遊
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
薬
師

堂
の
あ
る
米
山
に
も
よ
く
登
り
、
夏
は

ハ
サ
ミ
ム
シ
捕
り
を
し
た
。
今
か
ら
四

百
十
六
年
前
、
身
近
だ
っ
た
こ
の
地

で
、
歴
史
に
残
る
大
き
な
出
来
事
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
何
と
な
く
う
れ
し
く
も

あ
る
。

　
以
下
は
参
加
者
二
名
の
リ
ポ
ー
ト
。

師
弟
の
よ
う
な
指
導
に
感
謝

 

松
本
　
豊

　

私
は
、
初
年
度
よ
り
「
刀
職
者
実
技

研
修
会
」
白
銀
の
部
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
刀
剣
に
興
味
を
持
ち
、

独
学
で
鎺
や
金
具
な
ど
を
製
作
し
て
い

ま
し
た
が
、
プ
ロ
の
先
生
に
教
え
て
い

た
だ
け
る
と
聞
き
、
こ
の
研
修
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
鎺
の
製
作
の
工
程
を
覚
え

る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
刀
身
や
鞘
（
拵
）
と
の

バ
ラ
ン
ス
の
見
方
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
他
の
金
具
に
お
い
て
も
拵
全

体
の
姿
を
理
解
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、

良
い
作
品
は
製
作
で
き
な
い
と
思
い
至

り
ま
し
た
。

　

白
銀
製
作
と
同
時
に
、
刀
と
拵
の
勉

強
の
重
要
性
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
白

銀
の
難
し
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、
講
師
の
方
々
の
教
え
方
だ
と
思
い

ま
す
。
先
生
方
は
個
人
の
実
力
に
合
わ

せ
、
一
人
一
人
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
研
修
会
と
い
う
よ
り
師
弟
関

係
の
よ
う
な
感
じ
さ
え
受
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
私
は
そ
の
年
の
研
修
課

題
を
決
め
、
わ
か
ら
な
い
点
や
難
し
い

箇
所
を
重
点
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
白
銀
部
門
研
修

生
九
名
を
お
二
人
の
先
生
に
見
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た
研
修
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
に
は
、
す
べ
て
の
刀
職

者
の
皆
さ
ん
が
集
い
ま
す
。
情
報
交

換
・
交
流
の
場
と
し
て
も
大
変
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
こ
の
研
修
会
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か

ら
「
新
作
日
本
刀 

研
磨 

外
装 

刀
職
技

術
展
覧
会
」
白
銀
部
門
に
出
品
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
講
師
の

方
々
、
ま
た
研
修
会
開
催
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。素

人
で
も
プ
ロ
を
目
指
し
て

 

井
上
　
裕ゆ

隆た
か

　

私
は
、
柄
巻
部
門
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
見
学
に
来
た
こ
と
で

す
。
も
と
も
と
伝
統
工
芸
が
好
き
で
し

た
の
で
、
刀
職
各
部
門
の
匠
が
集
ま
る

研
修
会
を
見
学
で
き
る
と
あ
っ
て
、
ぜ

ひ
に
と
坂
城
に
来
ま
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
書
物
で
し
か
見
た
こ

と
の
な
い
名
だ
た
る
先
生
方
が
気
さ
く

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。

当
時
は
、
見
学
者
で
も
真
剣
さ
が
伝
わ

れ
ば
中
に
入
れ
て
も
ら
え
、
間
近
で
手

元
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
先
生

方
同
士
も
親
し
げ
で
、
各
部
門
間
の
連

携
の
活
発
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
理
想
の
場
が
あ
る
の
だ
と
い

う
感
激
と
、
特
別
の
経
験
や
師
匠
の
な

い
身
で
も
習
う
側
に
入
れ
て
も
ら
え
る

と
い
う
喜
び
で
、
そ
の
後
、
研
修
の
参

加
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
ま
だ
初
心
者
で
す
か
ら
、
基
本

で
あ
る
常
組
糸
の
摘
み
巻
き
を
繰
り
返

し
練
習
し
て
い
る
段
階
で
す
。
今
年
の

研
修
で
は
菱
紙
の
入
れ
方
と
柄
糸
の
摘

み
方
が
進
歩
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
巻
き
に
比
し
て
、
巻
い
た

糸
の
形
状
安
定
性
が
高
ま
っ
て
い
る
実

感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
が
見
本
を

示
し
て
く
だ
さ
っ
た
一
菱
分
の
巻
き
に

は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
は
同

じ
巻
き
上
が
り
に
な
る
よ
う
修
練
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
く
門
戸
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
刀
文
協
の
先
生
方
や
協
会
の
関
係
諸

氏
に
は
、
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

刀
剣
・
宝
飾
品
・
高
級
腕
時
計
・ダ
イ
ヤ

紀
伊
国
屋

〒
３
７
２
–
０
８
１
２

群
馬
県
伊
勢
崎
市
連
取
町
一
八
三
六
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
七
七
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
八
八
七
八

代
表松
浦 

孝
子

　

九
月
二
日
、
安
倍
首
相
と
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
十
四
回
目
と
な
る
首
脳
会
談

が
、
日
本
に
一
番
近
い
ロ
シ
ア
の
都
市

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
談
後
、
贈
り
物
の
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
報
道
に
よ
る
と
、
安
倍
首

相
か
ら
は
戦
国
武
将
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

鎧
と
兜
と
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
近
年
製
作
さ
れ
た
甲
冑
が
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
か
ら
は
、
日
本
刀
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
行
筋
に
よ
る
と
、
日
本
刀
は
昭
和

天
皇
の
「
即
位
の
礼
」
の
際
に
使
用
さ

れ
た
十
二
振
の
う
ち
の
一
振
で
、
戦
後

米
国
に
流
失
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
経
て
ロ

シ
ア
政
府
が
所
蔵
し
て
い
た
経
緯
が
あ

る
そ
う
で
す
。
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
お
そ
ら
く
衛
府
太
刀
拵
に
収
ま

っ
た
太
刀
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
贈
り
物
を
す
る

際
、
自
身
で
選
ぶ
と
い
う
繊
細
な
一
面

を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
大
統
領
は
日
本
の
武
道
を
重

ん
じ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
と
り
わ

け
柔
道
の
精
神
が
現
在
の
自
分
を
作
っ

た
と
ま
で
言
っ
て
い
ま
す
。
武
術
の
精

神
の
究
極
で
あ
る
日
本
刀
を
わ
が
国
の

首
相
に
贈
る
こ
と
は
、
無
言
で
そ
の
意

義
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

刀
剣
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
歴
史
的

な
価
値
の
あ
る
刀
剣
が
、
外
交
の
重
要

な
局
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ

あ
る
こ
と
に
、
深
い
敬
意
を
表
し
た
い

も
の
で
す
。

　

年
内
に
あ
と
二
回
行
わ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
両
首
脳
の
会
談
に
お
い
て
、

平
和
条
約
締
結
へ
の
環
境
が
一
層
整
い
、

領
土
問
題
が
進
展
し
、
近
く
て
遠
い
国

の
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）

プ
ー
チ
ン
大
統
領
か
ら
安
倍
首
相
に
日
本
刀
が
贈
ら
れ
る

『刀剣界』は隔月で発行しています。現在、キャンペーン中につき、ご希望の方に3号分を無料でお送りしています。組合員・賛助会員以外の方で購読を希望される方は、
お名前・送付先・電話・メールアドレス（あれば）を書面でお知らせください。また、お知り合いで刀剣に興味のある方がいましたら、教えてあげてください。（事務局）
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Ｘ
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０
９
０
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２
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小
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昇
一

米山の麓に今もある薬師堂

刀職者実技研修会に参加した研修生と講師陣

　
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
は
八
月
十
九
～
二
十
一
日
の
三
日

間
、
長
野
県･

坂
城
町
中
心
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
刀

職
者
実
技
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
作
刀
四
名
、
研
磨
九
名
、
白
鞘

四
名
、
白
銀
九
名
、
柄
巻
八
名
の
合
計
三
十
四
名
に
上
っ
た
。

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
で

「
刀
職
者
実
技
研
修
会
」開
く
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刀
剣
商
リ
レ
ー
訪
問
�	

金
丸
刀
剣
店（
金
丸
一
三
さ
ん
）

研
師
か
ら
転
身
、名
店
を
継
い
で
育
て
る

　

団
塊
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
西
島
三

重
子
の
フ
ォ
ー
ク
ポ
ッ
プ
ス
の
名
曲

「
池
上
線
」
が
思
い
出
さ
れ
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
セ
ン
チ
な
気
分
に
な
る
。

　

そ
の
池
上
線
石
川
台

駅
改
札
口
を
左
に
坂
を

下
る
と
、
氷
川
神
社
の

石
垣
が
見
え
て
く
る
。

少
し
行
っ
た
左
手
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
一
階
が
、

金
丸
刀
剣
店
で
あ
る
。

駅
か
ら
徒
歩
四
分
、
閑

静
な
住
宅
街
の
中
、
落

ち
着
い
た
好
立
地
だ
。

　

昭
和
四
十
七
年
、
九

州
金
丸
刀
剣
店
の
東
京

店
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
昭
和
レ
ト
ロ
の
香

り
が
残
る
店
内
に
、
古

刀
・
新
刀
・
拵
・
刀
装

具
の
優
品
が
並
ぶ
。「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
優
し
い
口
調
で

迎
え
て
く
れ
る
好
々
爺
が
、
店
主
の
金

丸
一
三
さ
ん
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
三
年
、
明
治
大
学
を
卒

業
。
研
ぎ
の
名
人
墨
賢
蔵
師
に
入
門
、

九
年
の
修
業
を
終
え
て
新
宿
区
大
久
保

に
開
業
。
日
刀
保
主
催
の
研
磨
技
術
発

表
会
で
優
秀
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い

る
。

　

そ
の
当
時
の
名
字
は
朝
倉
。
長
野
の

永
和
堂
、
全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
元

理
事
長
の
朝
倉
万
幸
氏
は
実
兄
で
あ

る
。
そ
の
後
、
九
州
一
と
言
わ
れ
た
金

丸
久
志
氏
の
ご
令
嬢
と
結
婚
、
金
丸
刀

剣
店
を
引
き
継
い
で
、
現
在
に
至
る
。

　

伊
勢
丹
、
そ
ご
う
デ
パ
ー
ト
で
の
展

示
即
売
会
を
始
め
た
最
初
が
金
丸
刀
剣

店
と
の
こ
と
。「
あ
の
こ
ろ
は
刀
剣
が

よ
く
売
れ
た
」
と
、
懐
か
し
そ
う
に
回

想
す
る
。

　

研
師
か
ら
刀
剣
商
へ
と
転
身
、
刀
剣

業
界
に
入
り
お
よ
そ
半
世
紀
、
世
の
荒

波
を
乗
り
越
え
て
き
た
そ
の
目
は
優
し

く
、
刀
剣
を
見
る
目
は
研
師
の
そ
れ
で

実
に
深
い
。 

（
久
古
堂
・
広
井
章
久
）

　

東
京
の
城
南
大
田
区
。
五
反
田
駅
と

蒲
田
駅
を
結
ぶ
東
急
池
上
線
。

　

♪
古
い
電
車
の
ド
ア
の
そ
ば

　
　

二
人
は
黙
っ
て
立
っ
て
い
た

店頭に立つ金丸一三さん

大
平
将
広
氏（
編
集
委
員
）と
小
川
友
律
可
さ
ん
が
ご
結
婚

紙
編
集
委
員
の
大
平
将
広
さ
ん
と
小
川

友ゆ

律り

可か

さ
ん
の
結
婚
披
露
宴
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

宴
は
、
先
代
の
故
大
平
将

義
氏
の
親
友
で
あ
っ
た
飯
田

慶
久
氏
の
祝
辞
に
始
ま
り
、

将
広
さ
ん
の
師
で
あ
る
高
山

武
士
氏
の
祝
辞
と
続
き
、
当

組
合
の
深
海
信
彦
理
事
長
に

よ
る
乾
杯
の
発
声
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

乾
杯
と
同
時
に
新
郎
・
新

婦
の
後
方
の
大
き
な
カ
ー
テ

ン
が
開
き
、
東
京
湾
の
夕
景

が
眼
前
に
広
が
り
ま
し
た
。

と
て
も
素
敵
な
眺
め
で
し
た
。

　

友
律
可
さ
ん
の
幸
せ
そ
う

な
笑
顔
が
印
象
的
で
、
ま
た

ア
カ
ペ
ラ
で
聞
か
せ
て
く
れ

た
美
声
は
皆
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

披
露
宴
は
滞
り
な
く
進
行
し
、
結
び

の
御
礼
挨
拶
で
は
、
将
広
さ
ん
が
十
九

歳
と
い
う
若
さ
で
父
上
を
亡
く
し
、
母

上
と
と
も
に
店
を
や
っ
て
い
こ
う
と
し

た
と
き
の
決
意
や
、
そ
の
自
分
を
支
え

て
き
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
の
感

謝
、
こ
れ
か
ら
の
勝
武
堂
の
大
黒
柱
と

し
て
の
意
気
込
み
な
ど
が
堂
々
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
け

ば
、
こ
れ
か
ら
の
勝
武
堂
は
安
泰
で
あ

り
、
来
年
に
は
新
し
い
命
が
誕
生
す
る

と
の
う
れ
し
い
報
告
も
あ
っ
て
、
ま
さ

に
順
風
満
帆
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
将
広
さ
ん
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

素
敵
な
披
露
宴
で
し
た
。
将
広
さ
ん
、

友
律
可
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
！

�

（
土
肥
富
康
）

　

九
月
二
十
三
日
、
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
に
て
、
本

お礼の挨拶を述べる大平さんと新婦友律可さん

ブック・レビュー　BOOK REVIEW
　

い
き
な
り
過
激
な
題
名
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
本
を
読
む
と
、
何

と
な
く
納
得
し
て
し
ま
う
自
分
が
不
思

議
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
明
治
維
新
」
と
は
一
体
何
な

の
か
。

　
「
明
治
維
新
」
と
い
う
事
件
な
り
事

変
と
い
う
も
の
は
歴
史
上
ど
こ
に
も
存

在
せ
ず
、「
江
戸
幕
府
と
そ
の
社
会
体

制
の
転
覆
を
図
り
、
天
皇
親
政
を
企
図

し
て
、
こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
た
、
長

州
・
薩
摩
に
よ
る
一
連
の
政
治
・
軍
事

活
動
」
と
筆
者
は
記
し
て
い
る
。

　

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
が
明
治
維
新
な

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
学

者
・
研
究
者
が
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
答
を

出
し
て
い
る
。
開
始
時
期
に
つ
い
て

は
、
改
元
さ
れ
た
明
治
元
年
と
す
る
学

者
も
い
れ
ば
、
黒
船
の
来
航
か
ら
と
す

る
研
究
者
ま
で
あ
り
、
終
結
時
期
に
至

っ
て
は
、
廃
藩
置
県
ま
で
と
主
張
す
る

者
と
、
西
南
の
役
ま
で
と
す
る
説
、
立

憲
体
制
の
確
立
ま
で
と
す
る
説
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
定
説
と
い
う
も
の

が
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
尊
王
攘
夷
」
や
「
勤
皇
」
と

い
う
言
葉
を
長
州
・
薩
摩
藩
士
の
代
名
詞

の
よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
が
多
い
が
、
ク

ー
デ
タ
ー
の
成
功
後
は
積
極
的
に
開
国
し

て
い
る
。

　

余
談
に
な
る
が
、
小
中
学
生
の
こ
ろ
の

小
生
に
は
、
こ
の
こ
と
が
幕
末
・
明
治
初

期
の
歴
史
に
お
い
て
、
と
い
う
か
日
本
史

の
授
業
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
も
理
解
で

き
な
か
っ
た
。

　

筆
者
は
、
第
二
章
か
ら
は
「
七
卿
落

ち
」「
池
田
屋
事
変
」「
大
政
奉
還
」「
王

政
復
古
の
大
号
令
」
と
続
く
政
争
に
お
い

て
も
、
長
州
・
薩
摩
藩
の
暗
躍
ぶ
り
を
書

い
て
い
る
。

　

ま
た
第
三
章
で
は
「
明
治
維
新
至
上
主

義
の
司
馬
遼
太
郎
」
史
観
に
も
、
厳
し
い

評
価
を
下
し
て
い
る
。

　

第
四
章
は
テ
ロ
を
正
当
化
し
た
「
水
戸

学
」
の
狂
気
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
水
戸
学

の
危
険
性
や
狂
気
と

い
う
も
の
が
長
州
藩

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な

っ
て
い
た
こ
と
。
そ

し
て
水
戸
学
精
神
が

「
昭
和
維
新
」
の
名

の
下
に
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
再
び
燃
え
上

が
り
、「
維
新
、
維

新
」
と
叫
ば
れ
、
幕
末
動
乱
期
へ
の
回
帰

心
理
か
ら
「
明
治
維
新
」
と
い
う
言
葉
が

一
般
化
し
た
、
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。

　

第
五
章
「
二
本
松
・
会
津
の
慟ど

う
こ
く哭

」
で

は
、
戊
辰
戦
争
か
ら
、
二
本
松
藩
・
会
津

藩
へ
の
長
州
の
残
虐
な
攻
撃
を
描
く
。

　

最
後
の
第
六
章
「
士
道
の
終
焉
が
も
た

ら
し
た
も
の
」
で
は
、
長
州
と
薩
摩
の
、

と
い
う
よ
り
西
郷
隆
盛
と
の
、
最
後
の
戦

い
で
あ
る
西
南
戦
争
を
書
い
て
い
る
。
西

郷
が
敗
れ
、
こ
れ
以
後
、
薩
長
同
盟
は
崩

れ
去
り
、
長
州
の
一
人
勝
ち
と
な
る
。
明

治
・
大
正
・
昭
和
・
戦
後
か
ら
現
代
の
、

岸
・
佐
藤
・
安
倍
政
権
ま
で
、
長
州
の
天

下
が
続
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

筆
者
は
長
州
の
悪
口
ば
か
り
を
言
っ
て

い
る
よ
う
で
、
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い

が
、
い
さ
さ
か
食
傷
気
味
と
な
る
。

　

し
か
し
、「
明
治
維
新
」
と
い
う
も
の

が
官
軍
教
軍
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
気
に
な
る
の
は
何
故
だ
ろ

う
。�

（
持
田
具
宏
）

「
明
治
維
新
」を
否
定
的
に
描
い
た
独
特
の
歴
史
観

『
明
治
維
新
と
い
う
過
ち 

〜
日
本
を
滅
ぼ
し
た
吉
田
松
陰
と
長
州
テ
ロ
リ
ス
ト
〜
』

 

原
田
伊
織 

著
　
毎
日
ワ
ン
ズ
　
定
価
一
、六
二
〇
円
（
税
込
）

　

普
段
、
わ
れ
わ
れ
が
活
字
以
外
の
手

書
き
文
字
を
読
む
機
会
は
極
端
に
減
り

つ
つ
あ
る
。
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い
の

加
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
家
族
間
の
伝
言
く

ら
い
の
も
の
に
な
っ
て
、
ほ
か
は
み
な

電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
取
っ
て
代
わ

り
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た
反
面
、
他

人
の
書
い
た
文
字
が
読
み
に
く
い
、
古

い
変
体
仮
名
に
至
っ
て
は
全
く
読
め
な
い

と
い
う
有
様
と
な
っ
て
い
る
。

　

歴
史
を
伴
う
工
芸
品
の
研
究
家
で
あ
れ

ば
、
古
人
の
書
き
物
を
紐
解
く
こ
と
は
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
業
で
あ
ろ
う
。

得
能
一
男
氏
は
『
刀
剣
春
秋
新
聞
』
に

「
観
智
院
本
銘
尽
」
に
関
し
て
執
筆
し
始

め
た
の
が
四
十
九
歳
の
時
と
い
う
こ
と
が

記
さ
れ
て
お
り
、

あ
ら
た
め
て
そ
の

才
覚
を
感
じ
早
世

が
悔
や
ま
れ
る
。

　

写
本
、
版
本
を

含
め
四
十
五
冊
の

中
に
は
氏
が
常
に

回
帰
す
る
、
い
わ

ば
手
の
内
と
言
っ

て
よ
い
も
の
も
あ

ろ
う
し
、
後
を
追

一
度
は
手
に
取
っ
て
み
た
い
古
伝
書
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
刀
剣
書
事
典
』 

得
能
一
男
著
　
宮
帯
出
版
社
　
定
価
三
、二
一
八
円
（
税
込
）

う
者
を
手
助
け
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
す
べ
て
を

現
代
語
訳
し
た
も
の
で
は
な
く
、
的
確
な

解
説
が
主
体
で
は
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た

我
こ
そ
と
後
続
す
る
人
々
に
は
力
強
い
ガ

イ
ド
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

事
典
の
体
裁
を
保
つ
た
め
五
十
音
順
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
の

中
で
、
関
連
割
り
、
時
代
順
な
ど
に
変
え

て
も
ら
う
の
も
よ
い
。�

（
綱
取
譲
一
）

平成29年
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国
宝
殿
開
館
記
念
展「
春
日
大
社
の
国
宝
」

世
界
遺
産
の
神
域
に
あ
ら
た
め
て
感
動

第
四
十
九
回「
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
」、
第
四
十
三
回「
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
」

日
刀
保
が
技
術
研
修
会
を
開
催

　

十
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
春
日
大
社

国
宝
殿
開
館
記
念
展
「
春
日
大
社
の
国

宝
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
連
休
明
け

の
平
日
で
し
た
が
、
多
く
の
外
国
人
が

訪
れ
て
お
り
、
日
本
古
来
の
文
化
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

自
家
用
車
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
公

園
内
の
車
道
は
神
の
化
身
で
あ
る
鹿
が

の
び
の
び
と
行
き
交
い
、
周
り
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
自
由
に
横
断
し
て
い
ま

す
。
現
代
の
喧
騒
を
離
れ
、
浮
世
離
れ

し
た
よ
う
な
世
界
へ
誘
わ
れ
た
感
覚
に

さ
え
陥
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
春
日
大
社
御
本
殿
で
商
売
繁

盛
の
御
祈
禱
を
済
ま
せ
、
い
ざ
国
宝
殿

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
）
は
、
八
月
二

十
九
日
㈪
か
ら
九
月
三
日
㈯
ま
で
、
同

協
会
講
堂
に
て
専
門
技
術
者
養
成
を
目

的
と
し
た
事
業
、
第
四
十
九
回
刀
剣
研

磨
・
外
装
技
術
研
修
会
、
第
四
十
三
回

鍛
冶
研
ぎ
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

両
者
と
も
全
六
日
間
を
三
日
ず
つ
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
名
、
延
べ
四
十

名
が
参
加
、
講
師
の
模
範
実
技
を
見
な

が
ら
各
自
の
課
題
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
の
習
得
と
向
上
を
目
指
し
た
。

へ
と
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て
い
る
と
、

現
在
特
別
に
行
わ
れ
て
い
る
「
お
砂
持

ち
」
行
事
に
参
加
さ
れ
て
は
ど
う
か
と

の
案
内
を
受
け
ま
し
た
。
連
れ
て
い
か

れ
る
が
ま
ま
に
進
ん
で
い
く
と
、
普
段

は
非
公
開
で
あ
る
国
宝
御
本
殿
の
内
部

の
特
別
拝
観
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
後

で
調
べ
て
み
る
と
、
二
十
年
に
一
度
と

い
う
幸
運
だ
っ
た
の
で
す
。

　

国
宝
殿
の
刀
剣
・
武
具
を
目
当
て
に

や
っ
て
き
た
私
に
は
余
り
あ
る
光
栄
で

あ
り
、
既
に
感
無
量
で
、
目
当
て
の
神

器
を
こ
れ
か
ら
拝
見
で
き
る
幸
せ
に
感

謝
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

春
日
大
社
は
わ
れ
わ
れ
刀
剣
関
係
者

　

訪
問
し
た
九
月
二
日
は
、
白
鞘
・
刀
装
、

柄
前
、
白
銀
の
三
部
門
に
分
か
れ
、
講
師
を

囲
ん
で
そ
の
技
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め

る
方
、
課
題
箇
所
を
熱
心
に
質
問
す
る
方
な

ど
、
厳
し
い
残
暑
に
負
け
な
い
熱
気
だ
っ
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
二
十
年
に
わ
た
っ
て
担

当
し
て
い
る
黒
滝
た
た
ら
・
伝
統
文
化
推
進

課
長
は
、
後
継
者
育
成
に
使
命
感
を
抱
き
、

「
来
る
新
博
物
館
完
成
も
あ
り
、
公
益
財
団

法
人
と
し
て
一
段
と
充
実
し
た
研
修
事
業
を

行
い
た
い
」
と
熱
く
語
る
。
今
後
も
幅
広
い

育
成
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。�

（
伊
波
賢
一
）

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
社
で
あ
り
、

「
春
日
大
明
神
」
の
彫
り
の
あ
る
作
品

も
多
く
現
存
し
て
お
り
、
剣
の
神
と
さ

れ
る
武た

け

甕み
か

槌づ
ち
の

命み
こ
と

を
主
祭
神
と
し
、
経ふ

津つ

主ぬ
し
の

神か
み

・
天あ

ま

児の
こ

屋や

根ね
の

命み
こ
と

・
比ひ

売め

神が
み

を
合
わ

せ
た
四
柱
が
春
日
神
と
し
て
崇
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
い
よ
い
よ
国
宝
館
へ
。
入
り
口

す
ぐ
の
鼉だ

太
鼓
に
迎
え
ら
れ
奥
へ
進
ん

で
い
く
と
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
神

器
が
数
々
と
並
ん
で
お
り
、
普
段
目
に

す
る
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
刀
剣
・
刀

装
・
武
具
類
と
は
全
く
違
う
領
域
の
神

器
の
数
々
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
刀
剣
文
化
の
原
型
と
な
っ
た

時
代
の
品
々
が
現
存
し
て
お
り
、
拝
見

で
き
た
感
動
と
、
現
代
ま
で
残
っ
て
い

る
奇
跡
と
わ
が
国
の
歴
史
を
証
明
す
る

文
化
財
の
偉
大
さ
に
戸
惑
い
さ
え
覚
え
、

う
ま
く
表
現
す
る
言
葉
が
全
く
見
つ
か

ら
な
い
と
い
う
初
め
て
の
経
験
に
な
り

ま
し
た
。�

（
玉
山
真
敏
）

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

桑
名
市
博
物
館「
村
正
―
伊
勢
桑
名
の
刀
工
」

村
正
作
品
の
全
容
が
郷
土
で
明
ら
か
に

「
村
正
体
感 

日
本
刀
特
別
鑑
賞
会
」

「
村
正
体
感
」鑑
賞
会
を
地
元
桑
名
で
開
催

　

村
正
の
名
品
が
こ
れ
ほ
ど
数
多
く
見

ら
れ
た
展
覧
会
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

九
月
十
日
か
ら
十
月
十
六
日
ま
で
、
三

重
県
の
桑
名
市
博
物
館
に
て
「
村
正
―

伊
勢
桑
名
の
刀
工
」
が
開
催
さ
れ
た
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
「
刃
文
に
や
ど
る

『
妖
刀
』
の
虚
と
実
」
と
あ
る
。

　

太
刀
・
刀
が
七
点
、
短
刀
（
寸
延
び

短
刀
を
含
む
）
が
十
二
点
、
剣
が
一
点

と
、
村
正
だ
け
で
も
合
計
二
十
点
が
展

示
さ
れ
た
。

　

特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
戊
辰

戦
争
時
に
有
栖
川
宮
熾た

る

仁ひ
と

親
王
が
節
刀

と
し
て
佩
用
し
、
後
に
高
松
宮
家
に

所
蔵
さ
れ
た
村
正
（
刀
剣
博
物
館
蔵
）、

皆
焼
刃
の
見
事
な
村
正
（
徳
川
美
術
館

蔵
）、「
勢
州
桑
名
住
村
正
」
銘
で
腰
に

梵
字
と
腰
樋
の
あ
る
刀
（
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）
な
ど
が
素
晴
ら
し
い
。

　

裏
年
紀
の
あ
る
作
品
と
し
て
、
神
館

神
社
蔵
の
太
刀
と
剣
（
い
ず
れ
も
三
重

県
指
定
文
化
財
）
は
、
村
正
自
身
が
奉

納
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
と
も
に
刀
身

に
「
神
立
」
の
彫
物
が
あ
る
。
銘
文
は

「
勢
州
桑
名
藤
原
朝
臣
村
正
作
／
天
文

　

ま
だ
暑
さ
の
残
る
九
月
十
日
㈯
と
十

一
日
㈰
の
両
日
、
三
重
県
桑
名
市
市
民

会
館
一
階
展
示
室
に
お
い
て
「
伊
勢
国

桑
名
の
日
本
刀  

名
刀
か
妖
刀
か  

あ
な

た
の
眼
と
手
で
確
か
め
る  

村
正
体
感  

日
本
刀
特
別
鑑
賞
会
」
が
午
前
・
午
後

の
二
部
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会

（
本
阿
彌
光
洲
理
事
長
）で
は
、
こ
れ
に

協
力
し
、
鑑
賞
刀
を
提
供
す
る
と
と
も

に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
協
会
専
務
理
事
の
宮
入
小
左

衛
門
行
平
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

私
ど
も
（
森
井
鐵
太
郞
・
小
野
敬
博
）

も
講
師
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。
村
正

を
中
心
と
し
た
日
本
刀
と
そ
の
歴
史
背

景
に
つ
い
て
の
講
演
に
続
い
て
、
初
め

て
刀
を
手
に
す
る
方
が
大
半
だ
っ
た
た

め
鑑
賞
マ
ナ
ー
講
座
を
設
け
、
い
よ
い

廿
二
年
九
月
吉
日
」
と
あ
る
。

　

桑
名
市
に
は
、
わ
が
国
で
一
番
騒
が

し
い
お
祭
り
と
言
わ
れ
、
毎
年
八
月
に

開
催
さ
れ
る
石
取
祭
が
あ
る
。
そ
の
お

祭
り
が
「
春
日
さ
ん
」
の
愛
称
で
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
桑
名
宗
社
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
春
日
大
明
神
（
中
臣
神
社
の

別
称
）
と
三
崎
大
明
神
（
桑
名
神
社
の

別
称
）
の
二
柱
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
神
社
に
村
正
が
奉
納
し
た
二
振

の
太
刀
（
い
ず
れ
も
三
重
県
指
定
文
化

よ
お
待

ち
か
ね

の
刀
剣

鑑
賞
と

な
り
ま

し
た
。

　

各
回

と
も
女

性
の
参

加
者
が

多
く
、

北
は
北

海
道
か

ら
南
は

沖
縄
、

さ
ら
に

は
海
外
か
ら
も
参
加
さ
れ
て
い
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初

は
各
回
定
員
四
十
八
名
で
し
た
が
、
そ

財
）
が
今
回
展
示
さ
れ
た
。
二
振
と
も

「
勢
州
桑
名
郡
益
田
庄
藤
原
朝
臣
村
正

作
／
天
文
十
二
天
关
卯
五
月
日
」
と
全

く
同
銘
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刀
身
佩

表
に
「
春
日
大
明
神
」「
三
崎
大
明
神
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
。「
桑
名
郡
益
田
庄
」

と
居
住
地
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
貴
重

で
あ
る
。

　

ほ
か
に
短
刀
は
熱
田
神
宮
蔵
の
も
の

が
多
く
出
品
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
風

が
参
考
に
な
っ
た
。

　

村
正
以
外
で
は
、
千
子
正
重
・
正

真
・
藤
正
や
、
江
戸
後
期
桑
名
藩
の
お

抱
え
刀
工
と
な
っ
た
固
山
宗
次
、
桑
名

住
の
三
品
広
房
な
ど
幅
広
く
展
示
さ
れ
、

刀
装
具
類
で
は
桑
名
鐔
が
数
多
く
出
品

さ
れ
て
い
た
。

　

少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
会
場
か

ら
車
で
十
分
ほ
ど
の
所
に
あ
る
村
正
の

屋
敷
跡
を
訪
ね
て
み
た
。
走は

し
り
い
さ
ん

井
山
と
言

う
小
高
い
丘
の
麓
に
あ
り
、
昔
は
湧
き

水
が
豊
か
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
今
は
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
い
た
。

　

走
井
山
か
ら
は
揖
斐
川
や
木
曽
川
の

河
口
堰
が
見
渡
せ
、
眼
下
に
は
東
海
道

の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た
「
七
里
の
渡

し
」
も
見
え
る
。
昔
、
桑
名
と
い
う
地

れ
を
は
る
か
に
超
え
る
応
募
が
あ
り
、

急
き
ょ
定
員
を
増
や
し
て
対
応
に
当
た

り
ま
し
た
。

　

村
正
と
、
村
正
の
短
刀
を
写
し
た
地

元
桑
名
の
廣
房
を
中
心
に
、
鎌
倉
時
代

か
ら
幕
末
ま
で
の
九
振
を
、
実
際
に
手

に
取
っ
て
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鑑
賞
後
は
、
多
く
の
熱
心
な
参
加
者
の

方
々
よ
り
刀
に
関
す
る
質
問
を
受
け
、

さ
ら
に
は
刀
匠
や
研
師
の
仕
事
に
も
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
地
元
の
日
本
画
家
、
永
都

叶や
す

千ゆ
き

氏
が
描
か
れ
た
「
刀
匠
村
正
想
像

図 

作
業
風
景
」
が
展
示
さ
れ
、
桑
名
市

和
菓
子
組
合
の
七
店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ

作
っ
た
村
正
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
菓
子

「
妖
菓 

村
正
」
も
販
売
さ
れ
て
い
て
、

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
鑑
賞
会
は
十
月
一
日
・

二
日
に
も
同
内
容
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
森
井
鐵
太
郞
・
小
野
敬
博
）

は
水
路
・
陸
路
両
方
に
わ
た
っ
て
交
通

の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
実
際
こ
の

目
で
見
て
わ
か
っ
た
。

　

村
正
展
を
拝
見
し
て
、
村
正
の
作

風
・
時
代
・
居
住
地
・
風
土
な
ど
か
ら
、

点
と
点
が
結
び
つ
い
て
線
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

　

今
回
、
東
京
国
立
博
物
館
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
美
術
館
、
熱
田
神
宮
ほ

か
郷
里
の
神
社
等
々
の
協
力
が
あ
っ
て

素
晴
ら
し
い
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
と
思
う
。
企
画
・
運
営
に
当
た
ら
れ

た
桑
名
市
博
物
館
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力

に
も
深
く
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

全
国
に
あ
る
郷
土
博
物
館
が
郷
土
の

刀
工
に
関
心
を
持
た
れ
、
日
本
刀
の
普

及
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
も
併
せ
て
お
願

い
し
た
い
。

　
「
村
正
」
展
の
開
催
に
当
た
っ
て
同

館
か
ら
図
録
も
発
刊
さ
れ
た
。
す
べ
て

写
真
版
で
掲
載
さ
れ
、
銘
ぶ
り
や
作
風

が
は
っ
き
り
わ
か
り
、
参
考
に
な
る
。

巻
末
の
福
井
款
彦
氏
に
よ
る
「
村
正

論
」
も
勉
強
に
な
る
。�

（
冥
賀
吉
也
）

■
桑
名
市
博
物
館
＝
〒
５
１
１-

０
０
３

９ 

桑
名
市
京
町
三
七　

☎
〇
五
九
四-

二

一-

三
一
七
一

「村正」展が開催された桑名市博物館

新たに開館した春日大社国宝殿

厳しい残暑の中、熱心に学ぶ研修生

村正などの鑑賞を待つ方々

９月１日　銀座刀剣倶楽部会場にて『刀剣界』第31号
編集委員会を開催（再校）。出席者、深海理事長・冥
賀副理事長・清水専務理事・赤荻理事・生野理事・
綱取理事・持田理事・木村隆志氏・土子民夫氏

２日　公益財団法人日本美術刀剣保存協会より刀剣
評価の依頼を受け深海理事長と伊波常務理事が訪問

５日　組合事務局において産経新聞社事業推進室・
松本氏と「大刀剣市」の広告掲載につき打ち合わ
せ。出席者、清水専務理事・伊波常務理事・嶋田
理事・生野理事

13日　同美印刷において「大刀剣市」カタログ初校。
出席者、冥賀副理事長・清水専務理事・服部常務
理事・嶋田理事・生野理事・綱取理事・松本理事・
持田理事・齋藤隆久氏・木村氏・冥賀亮典氏・土
子氏・事務局２名

14日　清水専務理事・伊波常務理事・嶋田理事が産
経新聞社を訪問

16日　同美印刷において「大刀剣市」カタログ再校。
出席者、清水専務理事・服部常務理事・嶋田理事・
生野理事・土子氏

17日　東京美術倶楽部にて組合交換会を開催。参加
40名、出来高12,632,000円

17日　東京美術倶楽部にて第３回理事会を開催。出
席者、深海理事長・猿田副理事長・冥賀副理事長・
清水専務理事・服部常務理事・赤荻理事・飯田理
事・嶋田理事・生野理事・瀬下理事・綱取理事・
土肥理事・松本理事・大平監事・土子氏

17日　東京美術倶楽部にて『刀剣界』第32号編集委員
会を開催（企画）。出席者、深海理事長・冥賀副理
事長・清水専務理事・服部常務理事・赤荻理事・
嶋田理事・生野理事・綱取理事・持田理事・土子氏

27日　同美印刷において「大刀剣市」カタログ色校。
出席者、冥賀副理事長・清水専務理事・服部常務
理事・生野理事・土子氏

29日　同美印刷において「大刀剣市」カタログ念校。
出席者、清水専務理事・生野理事・土子氏

10月１日　銀座刀剣倶楽部会場にて㈱トーガシと
「大刀剣市」の打ち合わせ。出席者、冥賀副理事長・
清水専務理事・嶋田理事

18日　古物商等警察署別法令講習会に事務局より出
席（牛込簞笥市民ホール）

23日　東京美術倶楽部にて組合交換会を開催。参加
72名、出来高18,876,500円

23日　東京美術倶楽部にて「大刀剣市」事前説明会
を開催

23日　東京美術倶楽部にて第４回理事会を開催。出
席者、深海理事長・猿田副理事長・冥賀副理事長・
清水専務理事・伊波常務理事・服部常務理事・赤
荻理事・飯田理事・佐藤理事・嶋田理事・生野理
事・瀬下理事・綱取理事・土肥理事・松本理事・
吉井理事・大平監事・土子氏

23日　東京美術倶楽部にて『刀剣界』第32号編集委
員会を開催（初校）。出席者、深海理事長・冥賀
副理事長・清水専務理事・伊波常務理事・服部常
務理事・赤荻理事・嶋田理事・生野理事・瀬下理
事・綱取理事・持田理事・松本理事・大平将広氏・
土肥富康氏・土子氏

組合こよみ（平成28年9～10月）
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印刷／株式会社日刊企画

催 事 情 報

　世界遺産の１つである奈良・春日大社は、
奈良時代の初め、平城京の守護と国民の繁
栄を祈願するため創建され、古くから鹿を

「神の使い＝神
し ん

鹿
ろ く

」として大切にしてきま
した。本展では、“平安の正倉院”と呼ば
れる王朝工芸の名宝とともに、貴重な中世
の刀剣類、武器・武具、春日信仰にかかわ
る絵画・彫刻などの名品の数々を一堂にご
紹介します。
展示構成：
第１章　神鹿の杜
第２章　平安の正倉院
第３章　春日信仰をめぐる美的世界
第４章　奉納された武具
第５章　神々に捧げる芸能
第６章　春日大社の式年造替
会期：前期展示＝1月17日㈫～2月12日㈰
　　　後期展示＝2月14日㈫～3月12日㈰
　　　※ ２月14日㈫～19日㈰には国宝の甲冑４領が展示されます。

■東京国立博物館
　〒110-8712 東京都台東区上野公園13-９　☎03-3822-1111
　http://www.tnm.jp/

春日大社 千年の至宝

　名刀が美しい輝きを放っているのは、鍛
刀されてから今日に至るまでの数百年の
間、絶えず磨き続けてきた人々がいたから
です。この間、名刀は多くの人の手に渡り、
それにふさわしい多くの物語が生まれまし
た。「磨く」ことで輝きを得る刀と、名刀
を持つことでそれに相応しい己になるべく
自己を「磨く」人々がいたのです。
　本展では日本人が培ってきた、磨くこと
によって素材の美しさを引き出す文化を
テーマに、刀剣をはじめ、拵に使用される
金工技法や漆工技法も含めご紹介します。
会�期：11月12日㈯～２月19日㈰　一部展示

替えあり。前期11月12日～12月23日／後
期１月７日～２月19日
特�集展示：重要文化財　短刀　無銘 貞宗
（名物太鼓鐘貞宗）／大笹穂槍　藤原正
真作（号蜻蛉切）

■佐野美術館
　〒411-0838 静岡県三島市中田町１-43　☎055-975-7278
　http://www.sanobi.or.jp

名刀は語る 磨きの文化

　平成７年「接収刀剣類の処理に関する
法律」が成立し、所有権者不在の「赤羽
刀」を全国の公立博物館等に無償譲与して
公開、活用することとなりました。この結
果、千葉県内で赤羽刀譲与を受けた施設は、
当館のほか、県立関宿城博物館、県立現代
産業科学館、県立中央博物館大利根分館、
八千代市立郷土博物館、茂原市立美術館・
郷土資料館、睦沢町立歴史民俗資料館、袖
ケ浦市郷土博物館の７施設です。
　本展は、これらの施設で所蔵する刀剣類
のうち、代表的なものを選び、一堂に集め
て展示し、広く一般県民はじめ皆さまに公
開するものです。
展示構成：①甦った赤羽刀
　　　　　②刀装具　伝統的拵と軍刀拵
　　　　　③日本刀のできるまで
会期：10月21日㈮～12月11日㈰

■千葉県立中央博物館 大多喜城分館
　〒298-0216 千葉県夷隅郡大多喜町大多喜481　☎0470-82-3007
　http://www2.chiba-muse.or.jp/?page_id=59

甦った受難の刀剣～千葉県の赤羽刀～ 日本刀─時を越え継がれゆく神器─
　11月から東京都江東区・古石場文化センターにおいて第４回日本刀講座
が行われます。この講座は去年の３回目で終了の予定でしたが、近年の刀
剣ブームによる影響で多くの要望、問い合わせがセンターに多数来ており、
急きょ第４回目として今年も開催する運びとなりました。
　はるかいにしえより続く鍛冶製法で作り上げられた美術工芸品。それが
日本刀です。その製造工程は長い歴史に沿った、まさしく神事とも言える
厳かな作業です。
　この講座では、信仰の対象や権威の象徴としての側面とともに、生み出
された刀身の美的観点や、凝らされた刀装具の意匠の魅力をわかりやすく
解説していきます。
　講師は、公益財団法人日本美術刀剣保存協会・刀剣博物館学芸員の田中
浩子さんと黒滝哲哉さん、刀匠の水木良光師、刀剣研磨では無鑑査の臼木
良彦とその一門が担当。
日程・カリキュラム：
・11月17日㈭　日本刀―その美しさと魅力に刀匠とともに迫る
・12月15日㈭　日本刀の源流―いにしえより受け継がれるたたら製鉄とは
・１月15日㈰　刀剣博物館新春展示見学会
・２月16日㈭　臼木良彦とその門弟による日本刀研磨の実演
・３月16日㈭　日本刀―その華やかなる装飾の世界
　講義は各回午後７時～８時半
受講料：6,700円（全５回分）
教材費： 300円（保険代含む）
問い合わせ・申し込み先：

（公財）江東区文化コミュニティ財団・
江東区古石場文化センター
〒135-0045 江東区古石場２-13-２
☎03-5620-0224　FAX03-5620-0258
http://www.kcf.or.jp （臼木良彦）

■福井市立郷土歴史博物館
　〒910-0004 福井市宝永３-12-１　☎0776-21-0489
　http://www.history.museum.city.fukui.fukui.jp/

企画展 刀と刀装
　越前松平家伝来の刀剣と刀剣外装
をはじめ、古刀・新刀の名品を一堂
に展示します。特に今回は、当館収
蔵品のみならず、県内の刀剣愛好家

多数のご協力を得て、名刀および刀
装の名品を数多くご紹介します。
会期：９月14日㈬～11月23日㈬

　日本固有の鍛冶技法で製作された刀剣
は、鋭利さや強靭さで武器としての高い実
用性を誇ります。また、所有者の身分や家
の格式・由緒を表す象徴性を有します。さ
らに、優美な形状や鍛えられた地鉄、変化
に富む刃文は、精美な美術品として高く評
価されています。
　本展は、刀剣の基礎知識や歴史をわかり
やすく解説するとともに、美術品としての
魅力や、歴史資料としての重要性を紹介し
ます。中でも、江戸時代に大坂で作られ、
精美な地鉄と華麗な刃文で名声を博した

「大坂新刀」を特集するとともに、高槻ゆ
かりの刀剣を紹介します。
会期：10月８日㈯～12月４日㈰
主な展示品：重要文化財　刀　一文字（岸和田藩主奉納）／太刀　
雲次（西郷隆盛所用）／太刀　景秀（高槻藩主奉納）／大身槍　同田貫（黒田家
伝来）／太刀　信国（木村重成所用）／太刀　康光（井伊家伝来）／薙刀　助広

■高槻市立しろあと歴史館
　〒569-0075 大阪府高槻市城内町１-７　☎072-673-3987 
　http://www.city.takatsuki.osaka.jp/rekishi_kanko/rekishi/rekishikan/shiroato/index.html

刀剣の精美～乱世の名刀と大坂新刀～

■森記念秋水美術館
　〒930-0066 富山市千石町１-３-６　☎076-425-5700
　http://www.mori-shusui-museum.jp/

所蔵名品刀展 秋水の美Ⅱ
　開館の初年度は、所蔵名品刀展「秋
水の美」として、当館が所蔵する日
本刀の名品を中心に１年間を通じて
4回にわたり展示します。
　第Ⅱ期では、重要文化財指定の畠
田真守（芸州浅野家伝来）や長銘の
古備前包平（上州館林藩秋元家伝来）
など大名家伝来の優品や、越中国で

活躍した刀工を展示します。さらに
現代刀工の作品についても展示し、
平安時代後期から今日に至る日本刀
の持つ奥深い魅力について紹介しま
す。同時に、日本刀から広がる美の
世界として、刀装具をはじめ、甲冑
なども展示します。
会期：９月６日㈫～12月28日㈬

■太田市立大隅俊平美術館
　〒373-0036 群馬県太田市由良町3051　☎0276-20-6855
　http://www.oosumi-museum.jp/

「直刃の大隅」の乱れ刃
　「直刃の大隅」と称賛された大隅
刀匠が「直刃」の道を目指すように
なったのは、刀匠が敬愛して指導を
仰いだ日本刀研究家で財団法人日本
美術刀剣保存協会会長などを務めた
本間薫山先生との出会いによるもの
でした。今回展示する３口はいずれ
もそれ以前の作品であり、大隅刀匠

の作品としては大変珍しい「乱れ刃」
の刃文で、当美術館としても直刃以
外の作品は初公開となります。
　この「乱れ刃」３口と併せて、「直
刃」の作品を展示し、それぞれの作
刀時期の違いによる作風の変化をぜ
ひご鑑賞ください。
会期：10月22日㈯～１月22日㈰


